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に 3歳から 14 歳までの全児童 1900 人を対象に食生活状況調査を実施した。その結果、
11.4％の子どもが朝食をとっておらず、7割以上が夜食を食べ肥満など身体不調原因と






































































































ほとんど毎日とる 全　体 117 58.79
男　子 56 60.86
女　子 61 57.01
週に 4，5日とる 全　体 23 11.56
男　子 9 9.78
女　子 14 13.08
週に 2，3日とる 全　体 27 13.57
男　子 10 10.87
女　子 17 15.89













幸福感 集中力 リズム 家 族
ほとんど毎日 39.31 50.43 77.78 19.66
週に 4，5回 39.13 52.17 78.26 13.04
週に 2，3回 25.93 55.56 74.07 7.41
ほとんどとらない 12.50 75.00 75.00 12.50
表 3　朝食の頻度と朝食に対する認識（％）（男子）
幸福感 集中力 リズム 家 族
ほとんど毎日 37.50 48.21 76.79 19.64
週に 4，5回 22.22 55.56 88.89 0.00
週に 2，3回 20.00 50.00 80.00 10.00
ほとんどとらない 11.76 70.59 76.47 5.88
表 4　朝食の頻度と朝食に対する認識（％）（女子）
幸福感 集中力 リズム 家 族
ほとんど毎日 40.98 52.50 78.67 19.67
週に 4，5回 50.00 50.00 71.43 21.43
週に 2，3回 29.41 58.82 70.59 5.89

























人数 ポジティブ ネガティブ 解決先送り
平均 SD 平均 SD 平均 SD
幸福感有 全 体 54 27.22 8.64 8.67 5.28 13.65 5.10
男 子 22 30.00 8.69 9.23 6.69 13.45 4.57
女 子 32 25.31 8.20 8.28 4.12 13.78 5.51
幸福感無 全 体 122 23.64 8.78 9.60 6.06 12.36 5.13
男 子 57 24.44 9.04 9.63 5.95 12.42 5.25




人数 ポジティブ ネガティブ 解決先送り
平均 SD 平均 SD 平均 SD
集中力有 全 体 97 25.01 8.84 8.72 5.93 12.58 4.78
男 子 43 25.56 8.99 9.26 6.23 11.98 4.96
女 子 54 24.57 8.78 8.30 5.51 13.06 4.63
集中力無 全 体 79 24.41 8.96 10.04 5.80 12.97 5.59
男 子 36 27.19 9.46 9.83 6.07 13.58 5.12
























人数 ポジティブ ネガティブ 解決先送り
平均 SD 平均 SD 平均 SD
生活のリズム有 全 体 135 25.71 8.89 9.30 6.09 12.52 5.13
男 子 60 27.83 8.88 9.35 6.38 12.60 5.24
女 子 75 24.01 8.58 9.27 5.89 12.45 5.07
生活のリズム無 全 体 41 21.54 8.12 9.34 4.97 13.53 5.20
男 子 19 21.47 8.66 10.05 5.35 13.05 4.59
女 子 22 21.59 7.84 8.72 4.65 13.95 5.74
表 8　朝食に対する認識と対人ストレスコーピング得点の基礎統計（家族のコミュニケーション）
人数 ポジティブ ネガティブ 解決先送り
平均 SD 平均 SD 平均 SD
家族コミュニケーション有 全 体 28 26.82 10.20 7.54 5.78 11.07 5.86
男 子 12 28.92 8.61 8.75 7.10 11.75 7.62
女 子 16 25.25 11.26 6.63 4.60 10.56 4.30
家族コミュニケーション無 全 体 148 24.34 8.58 9.65 5.80 13.07 4.96
男 子 67 25.84 9.27 9.66 5.98 12.88 4.52
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